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ォ ウ トウ 種 子 の 発 芽 に 関 す る 試 験
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く,イ ングリッシ,モ レロで357¢の発芽がみられた。
1 は  じ が  き 以上のように,育種の主体となる甘果オウトウの種子は,

ォウトウの育種上の障害として,種子の発芽率が低いこ  物理的処理など行わない場合,発芽率が低い傾向であつた。

とが挙げられる。 表 1 各種ォウトウ実生の発芽率 (1976)
特に,甘果オウトウ種子にその傾向がみられる。

本試験は,佐藤錦ナボレオンの種子を供試し,湿潤ほ温

積層 (以下積層)の期間,物理的処理及びジベレリン処理

が,発芽に及ぼす効果について検討した。

2 試 験 方 法

1 供試品種 :佐藤錦,ナボレオン

(樹上完熟,自然交配果使用 )

2 積層方法 :収穫後の果実から,種子を抜き取り,洗
浄後積層 した。

積層媒体は,水苔を使用し, 100粒 毎に水苔を層に

入れ, 300粒 を1パ ックとした。容器は,塩加ビニー

ル製パックで積層中の温度は2～ 3℃ , 湿度を100%

に保つた。

3 播種時処理
(1)物理的処理 :ベ ンチ (ス トッパー付)を用いて,

核を剥離後,手で種皮及び胚葉を剥離した。

12)ジペレリン処理 : 50～ 400 pp mの ジ^レ
リン液

の中に24時間浸漬した。

4 播種床 :シヤーレ又はパーミ,キュライト床に播種した。
シャーレ使用については,口紙を用い湿潤状態を保

つた。発芽後は (根長 2“ )パ ーミュキユライトの苗

床に移し育成した。パーミュキ‐ライトヘは直接播種

した。

3試 験 結 果

1 各種ォウトウ種子の発芽率 : 台木用として用いて
いる,マ ンヽレプを含め各種ォウトウ種子の発芽率をみると

表1の とおりである。

なお,播種時の種子への物理的などの処理は,行わない

で,薔床 (パ ーミユキユライト)へ播疱 した。

台木用マハレプは,900¢近い発芽がみられた。

これに対して,甘果オウトウは極めて,発芽率が低く,

佐藤錦で 17¢ ,ナボレオンは若千高く200%と なつてい

る。又,マザート(台木用)は 30¢であつた。

酸果オウトウは,甘果オウトウに比べ比較的発芽率は高
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注.盲床 :パ ーミュキュライ ト。

2 物理的処理 : 種子外層の創離などによる物理的処

理が発芽に及ぼす効果についてみた。

従来,オ ウトウ種子の核のひび入れ,又,核の剥離は,

胚のび壊を招くこと,時間を多く要るなどから応用されな

かったξ)3)

このため,胚を傷つけないて核を剥離する方法として,

ストッパー付ベンチを用いた。 (図 1)又,核の大きさに

よるベンチのストップ程度もベンチ接触部をV形にし,能

率を高めた。

物理的処理法は,果肉を除いた内果皮 (核 )を ス トッパ

ー付ベンチで剥離し(図 2-B)さ らに種皮,その下の胚
葉を取 り除き胚のみにした (図 2-C)。

図 1 ストッパー付ペンチ
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図 2 種子の物理的処理 (S.52)

この胚をシャーンの中で発芽させた。なおシャーンの中

には水分のみで培養液は用いなかった。

以上の処理により,収穫直後の種子で450%が ,処理後
3日 日に子葉が緑化し,続いて発根した。
これに対 し,核だけ剥離を行い,種皮及び胚葉を取り除
かない場合は,収穫直後種子で0%,80日間後熟種で 158

%の発芽であった。

これは,種皮及び胚葉の発芽抑制物質のためといわれて
いるp

3 ジヘレリン処理 : ジペレリンの発根促進効果につ
いては,核にひび入 (C racking)処 理し, 400 pp■ のジ
ペレリン浸漬処理の効果が報告されているよ)

本試験は,前記の物理的処理後の胚に対するシペレリン
の効果についてみた。

収穫直後の種子で, 50 pp■ ジペ レリン処理 したものは

800%の発芽をみた。これに対し無処理の種子は450%で
あつた (図 3)。
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更に,後熟日数が経過するにしたがって,発芽率は高ま
り,80日間後熟の種子で,無処理が780%の発芽であるの
に対し,同 50 ppm処 理では1000%の 発芽率をみた。

一方, ジベレリン濃度が 50 ppm以上では,逆に,発芽
が抑えられ 400 ppm以上では,根の伸長が抑えられるなど

障害が生した。

4 積層期間 : 積層の過程中に後熟が完了し発芽する
と報告されているが

'甘

果オウトウでは積層 300日 以上で

あつても, 17%の 発芽率であつた。
これは,核を自力で割ることができないためと思われる。
従って,前記の物理的処理及びジペレリン処理を組み合
せたなかで,積層期間が発芽に及ぼす効果についてみた。
(表 2)

表 2 積層期間別種子処理と発芽率 (1977)
(供試品種 佐藤錦 )    
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注 積層法 :媒体→水苔
温度→ 2～ 3℃

核剥離だけの処理では,積層期間 0日 間では発芽がみら
れなく,30日 間で76%, 80日間で 158%の 発芽率であ
つた。

種皮及び胚葉の剥離処理を行うと,積 層期間 o日間で
450%, 80日 間では782%の発芽率であった。
更に,50 ppコ ジペレリン処理を行うことにより,発芽
率が高まり,積層期間80日 間ではlo0 0%の発芽率がみら
れた。
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最も高い発芽率を得たのは,積層期間 80日間の種子で,

播種時に核,種皮及び胚葉を剥離し胚の状態にし,更にジ
ペレリン50 ppm液に24時間浸漬処理した種子で,1000%
の発芽率を得た。
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図 6 ジペレリン処理と発芽率 (1977)


